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      支部会報６４号の発刊に寄せて     

 

            支部長代理 細井 常雄（昭４８学金）  

 

  前支部長の急逝を受けて支部長代理に着任しました

細井です。不慣れではありますが７５歳 水戸ッポ頑張

りますので、ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

 千葉県支部は今年で創設７０周年の節目の年を迎えま

した。これも諸先輩の方々のご努力ご研鑽の賜物と感謝

する次第です。ですが実情を申し上げますと、８月に富

田支部長を失い、続けて１２月に坂田副支部長が癌で亡

くなりました。３年前に幹事の若返りを図ってはいまし

たが、実働幹事８名の内貴重な２名を失い体制が揺るぎかねない事態に追い込ま

れました。 

幸いに亡くなられた 2 人の活躍や皆様からのご寄付と会の諸活動の成果もあ

り、会費納入者の減少に歯止めがかかり微増に転じております。 

そこで、この流れを止めることのない様に、今年の目標として以下を掲げたい

と思います。 

 

１．千葉県支部のもう一段の活性化を図る 

特に新会員の募集を呼びかける 

２．幹事の増強（＋２～３名）を図る 

３．本部及び近隣の他支部との情報交換を密にし連携を強化する 

 

 最後にこの場をお借りしまして、定年を迎えられご自宅で第二の人生を送られ

ている方々や仕事に行き詰まりを感じられている方々に、本会に参加頂くと、新

たな出会いが生まれ卒業後の経験や生活面の報告をするだけでなく、思わぬ発見

や共感が生まれたりしますので是非とも入会をご検討下さい。 

個人情報保護法が制定され卒業生各位との接触が難しくなって来ている中で

すが、上記目標達成に向けてもう少しもがいてみたいと思います。 
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令和８年度 第５３回千葉県支部総会の開催案内 

                       幹事長 細井常雄（昭４８学金） 

１．開催日時   令和８年５月１７日（日）１３時から１６時 

２．会 場    山崎製パン企業年金基金会館４階宴会室 

         住所：〒272-0034 市川市市川１－３－１４ 

         電話：047-321-3600 

                  JR 総武線 市川駅下車（北口）徒歩３分 

３．会費     １０，０００円 

４．スケジュール（１）受付    １２：３０～１３：００ 

        （２）総会   １３：００～１４：００（写真撮影含む） 

 （３）懇親会  １４：００～１６：００ 

 千葉県支部は昨年富田支部長と坂田副支部長の二人を病で失いました。 

一昨年、昨年と若手新幹事を登用し運営や会報編集他に力を発輝しつつ 

ありましたが、道半ばです。本年は６０年に一度の「丙午年」で飛躍・前 

進の年！新しい挑戦に光がさし、前へ進む力を感じられる１年にするべく 

諸課題に取り組みます。支部総会は過去１年間の支部活動の報告と討議、 

更にこれから１年間の予算を含めての活動方針の報告・討議と、それらの 

承認が審議事項です。多くの方々の参加を歓迎します。 

 同封のはがきに参加可否を記載し返却下さい。また振込用紙を同封して 

いますので、年会費 2000 円の納入のご協力をよろしくお願い致します。 

ご質問や何かございましたら以下にご連絡下さい。 

連絡先；〒290-0142 市原市ちはら台南 6-9 サウスヒルズ中央 17-203 

            細井常雄 

TEL；080-2131-5131  FAX；0436-52-2515 

E メールアドレス；tsuhos7203@yahoo.co.jp 
 

案内図 ＳＵＮＣＩＴＹ/// 

山崎製パン企業年金基金会館 

mailto:Eメールアドレス；tsuhos7203@yahoo.co.jp
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  第５３回 千葉県支部総会資料（議案書） 

 

第１号議案 令和７年度事業報告（令和７年３月１日～令和８年２月２８日） 

（１）第５２回総会；令和７年５月１３日（火）山崎製パン企業年金基金会館 

（２）本部理事会；令和７年６月２９日（日）体調不良で欠席 

（３）幹事会；令和７年３月５日（水）船橋市中央公民館で開催（以下年内同） 

   ４月１６日（水）、６月１８日（水）、９月１７日、１１月 5日（水） 

   （臨時）、１１月１９日（水）、令和８年１月７日（水）（臨時）船橋市 

   海神公民館、２月１８日（水）船橋市勤労市民センター 

（４）新年会；令和８年２月１日（日）於；船橋東魁楼 

（５）支部交流；埼玉支部総会（４月１２日開催）に細井幹事長が出席 

        東京支部総会（６月１４日開催）に坂田副支部長が出席 

（６）事業報告；（イ）囲碁同好会： 

 

        （ロ）ゴルフ同好会：３支部対抗ゴルフ大会を開催他 

 

第２号議案 令和７年度決算報告及び会計監査報告 承認依頼の件 

 

第３号議案 令和８年度事業計画案（令和８年３月１日～令和９年２月２８日） 

（１）第５３回総会；令和８年５月１７日（日）市川市山崎製パン企業年金基金 

   会館で開催予定 

（２）本部理事会；令和８年６月２８日（日）開催予定 

（３）幹事会；令和８年３月,４月,６月,９月,１１月,１２月、令和９年２月 

（４）新年会；令和９年２月予定 

（５）他支部間との交流；今年度と同様の交流を実施予定 

（６）事業活動；囲碁同好会及びゴルフ同好会を継続する 

 

第４号議案 令和８年度予算案の承認依頼の件 

 

第５号議案 支部役員の交代 

 

第６号議案 支部会則の改正 

 

第７号議案 その他 



科目 予算 実績 備考 科目 予算 実績 備考

総会費収入 200,000 180,000
総会出席：17名

　　欠席：1名
総会費 200,000 173,640 室料、懇親会費用

新年会費 50,000 56,000 参加者：8名 新年会費 50,000 56,000 新年会費用

本部助成金 51,300 51,300 会報製作費 50,000 32,280
会報28頁、230冊

(運送費を含む)

年会費収入 130,000 133,463
年会費納入者：

73名
会報送料 40,000 19,520 110通分の郵送費

雑収入 0 0 同好会補助費 10,000 10,000 ゴルフ 10,000円

寄付金 30,000 134,000
寄付金協力者：

7名(39頁参照)
会議費 70,000 60,592  幹事会開催(8回) 

支部交流費 20,000 20,000
東京支部

埼玉支部

活性化活動費 50,000 44,617 会員掘り起こし推進

事務雑費　 30,000 49,826 総会出欠葉書作成等

収入合計 461,300 554,763 支出合計 520,000 466,475

前年度繰越金 190,778 190,778 予備費 132,078 279,066

合　計 652,078 745,541 合　計 652,078 745,541

　　監事 高橋　孝雄　　　印

　　監事 綿引　貞男　　　印

科目 前年実績 予算 備考 科目 前年実績 予算 備考

総会費収入 180,000 200,000 出席者：20名 総会費 173,640 200,000

新年会費 56,000 100,000 参加者：15名 新年会費 56,000 100,000

本部助成金 51,300 51,300 会報製作費 32,280 60,000 会報40頁、300冊

年会費収入 133,463 130,000
年会費納入者：

70名
会報送料 19,520 55,000 郵送(270円×200通)

雑収入 0 0 同好会補助費 10,000 10,000 ゴルフ

寄付金 134,000 50,000 会議費 60,592 70,000  幹事会開催(7回)

支部交流費 20,000 20,000
東京支部

埼玉支部

活性化活動費 44,617 50,000
小規模懇談会開催等

会員掘り起こし推進

事務雑費　 49,826 40,000

収入合計 554,763 531,300 支出合計 466,475 605,000

前年度繰越金 190,778 279,066 予備費 279,066 205,366

合　計 745,541 810,366 合　計 745,541 810,366

収入の部（円） 支出の部（円）

資料－Ⅰ　令和7年度決算及び会計監査（令和7年3月1日～令和8年2月28日）

収入の部（円） 支出の部（円）

　令和8年3月1日　　　　監査の結果、誤りのないことを認めます。

資料－Ⅱ　令和8年度予算（案）令和8年3月1日～令和9年2月2８日
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    令和７年度第５２回多賀工業会千葉県支部総会報告 

 

                       幹事長 細井常雄（昭４８学金） 

１．概要 

 令和７年度第５２回多賀工業会千葉県支部総会は令和７年５月１３日（火）の

午後１時００分～２時００分「市川市山崎製パン企業年金基金会館（５階Ａ会議

室）」で開催しました。今回の総会は平日の午後の開催でしたが、本部、各支部

からの来賓３名及び支部会員１４名が出席しました。 

 坂田幹事（昭５４学精）の司会により議事は進行し、富田支部長（昭３７学化）

が開会の挨拶をしました。来賓として多賀工業会本部の会長である杉田龍二様よ

りお祝いのご挨拶をいただきました。 

 この後、細井幹事（昭４８学金）が議長に選出され、各議案が審議されました。

用意された議案は全て原案通り承認されました。司会の坂田幹事の挨拶により閉

会し、続いて埼玉支部副支部長 岡部憲昭（昭４４学化）様より会社在籍時代の

開発の一端とその応用例に関する『先端分野の樹脂開発』を講演いただきました。 

終了後、参加者全員の写真撮影が行われ３時終了。引続き４階春光の間に移動し、

懇親会を開催しました。尚、来賓の方々は下記の通りです。 

 杉田龍二様 本部会長（昭４９学子） 

 岡部憲昭様 埼玉支部副支部長（昭４４学化） 

 小澤喜宏様 東京支部副幹事長（昭５３学子） 

 

２．総会：議長の細井幹事により、下記の議案を審議しました。 

＜議案＞ 

（１）第１号議案：令和６年度事業報告 

（２）第２号議案：令和６年度決算報告と会計監査報告 

（３）第３号議案：令和７年度事業計画案 

（４）第４号議案：令和７年度予算案 

（５）第５号議案：役員人事についての報告事項 

（６）第６号議案：その他（発言なし） 

 以上全議案は提案通り承認されました。 
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＜令和 7 年度第 52 回多賀工業会千葉県支部総会集合写真＞ 

 

 

令和 8 年多賀工業会千葉県支部「新年会」の報告 

１．開催日時：令和 8 年 2月 1日（日）12 時 00 分～14 時 00 分 

２．開催場所：「東魁楼 本館」（JR 船橋駅京成側出口 徒歩 8 分） 

 船橋市本町 4-36-17 

３．参加人数：8名 

４．会費  ：7,000 円 

５．概要  ：新年会は、12 時から細井常雄（昭 48 学金）幹事長兼支部長代理

の乾杯と挨拶で始まりました。富田支部

長や坂田副支部長の急逝など支部の状

況や今回の新年会の趣旨（若手の参加を

促す）など話されました。そしてお酒を

酌み交わし、中華料理をいただきながら

参加者の自己紹介やお話を伺いました。 

皆さんのお話を聞きながら、そんなに

  令和８年新年会の報告 

                     金坂 潤（昭 47学電）      
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いろいろな国に出張されたのですか、そのような仕事もあるのですか、どうして

そのような進路を選択したのですかなどの質問をしたくなるほど、興味深く楽し

い時間を過ごすことができました。 

なかでも、「もしかしたら下宿が隣であ

ったあの人では？」というような、 

何十年ぶりかの再会があったことには

参加者一同皆驚きました。歓談を交え、

予定の2時間があっという間に過ぎてし

まいました。和気あいあいとした雰囲気

の良い新年会となりました。 

 

＜令和 8年多賀工業会千葉県支部新年会 集合写真＞ 
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  多賀工業会の運営に際し，千葉県支部の皆様には

いつも大変お世話になっており，心から感謝申し上

げます。この度，千葉県支部様が創設 70周年を迎

えられますことは，多賀工業会にとって大きな誇り

であります。組織を 70年継続させるためには，多

大な努力と苦労が伴います。これほどの長い期間に

わたって運営してこられた，役員の方々を始めとす

る支部会員の皆様に，改めて敬意を表しますと共に

深謝いたします。 

  さて，私は大学院修了後，約 20年間，松下電器産業(株)（現 パナソニックホ

ールディングス(株)）で研究開発業務に従事してきました。同社勤務当時は日本

の家電業界の絶頂期であり，予算面も含めて比較的自由に仕事を推進でき，博士

号も取得させてもらいました。これだけでも，会社からは十分な恩恵を受けたと

思いますが，それ以上に感謝すべきは，社会人として成長させていただいたこと

だと考えております。日常業務を通しての教えや，経営の神様と呼ばれた創業者

の言葉，会社幹部による訓示などが印象に残っております。それらの中で，当時

の取締役の「あなたは会社にとって必要な人間か？」という内容の話は心に刺さ

りました。これは，仕事をするに当たって重要な問いかけであろうと思います。

「会社にとって必要な人間か？」は，「社会にとって必要な人間か？」という問い

かけや「社会にとって必要な組織か？」という問いかけにつながると思います。 

  多賀工業会に対しても同様のことが言えると思います。すなわち，この組織が

存続できるためには，会員や準会員およびその他の関係者にとって同会が必要な

ものでなければなりません。現在，各大学の同窓会組織は様々な逆風にさらされ

ておりますが，多賀工業会は，激変する社会において必要な組織であるべく変革

を継続しております。以下に，多賀工業会の最近の取り組み 3点についてご説明

いたします。 

  まず 1 点目としまして，「学生参加促進対策および学生支援」の幾つかを列挙

いたします。現在，多賀工業会に対する学生の認知度向上のために，週 1回のペ

ースで学生達とのミーティングを続けております。また春には，学生に依頼して，

1 万数千部の多賀工業会会報の封詰め作業を実施し，会員に発送しました。これ

      祝辞とご挨拶 

               多賀工業会会長 杉田 龍二 （昭 49学子） 

多賀工業会会長祝辞 
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は会報発行費の低減につながりました。こうがく祭では，学生が主体となって，

写真･絵画展と OB･OG 懇談会を開催し，ポップコーン屋台も出店しました。日立

綜合支部総会には 10 名程度の学生が参加し，支部会員と有意義な交流をしまし

た。国際会議参加費支援におきましては，2025 年度には約 20 名の大学院生がこ

の支援を受けて，国際会議で発表してきました。 

  2点目は「多賀工業会事務局の DX（デジタルトランスフォーメーション）推進」

についてです。従来，主に紙媒体で行ってきた会員情報管理と会計処理を，パソ

コンのみで管理するように改革しつつあります。これにより，今まで困難であっ

た，会費未納者への会報配布停止などの処置が可能になり，大幅な会報発行費削

減を実現しました。 

  3 点目は「会員名簿発行」のご報告です。今年 2026 年 11 月に，5 年振りに名

簿を発行します。従来よりも発行間隔を 1年延ばしました。その大きな理由は発

行部数の減少にあります。また，個人情報保護法により，名簿に会員の連絡先や

勤務先を掲載する事が困難になっております。若者は連絡を取り合う際に名簿を

必要とせず，SNS で事足ります。その上，これまで不要だった名簿発行費用が今

回から発生します。このような理由により，発行間隔を 5年にすることとした次

第です。 

  最後になりましたが，千葉県支部様がこれからも長く継続し益々発展されるこ

とを期待すると共に，支部会員の皆様のご活躍とご多幸を祈念申し上げます。 

 

 

 

 

 

この 2026 年 2 月で創立 70 年を迎えられること誠に

おめでとうございます。 

当埼玉支部は 1975年 10月創立ですので、ようやく 50

周年になったところです。遅れることほぼ 20年ですの

で、貴支部は大先輩と云うことになります。 

 貴支部会報を拝見しますと、寄稿される方が多く充

実した誌面になっていることは素晴らしいことと思っ

ております。 

千葉県支部の状況ともあまり違いないかも知れませ

んが、埼玉支部の現状を説明しますと、高齢化と新規参加会員のないことから、

徐々に同好会活動や総会への出席者の減少が続いています。例えば、10年前の第

千葉県支部創立 70周年に寄せて 

埼玉支部 支部長 髙橋伸二（S41機械卒）   

     

 

近 隣 支 部 長 祝 辞 
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39 回総会では 35 名の出席でしたが、昨年の第 39 回総会では 15 名出席と半減し

ています。減少のうち 10 名ほどの方は亡くなっています。新規会員の参加がな

く、昭和 40年代卒業会員までの出席状況です。特に、コロナ禍以降は総会出席者

が減少しています。 

何とか新規参加会員の増加を図りたいところですが、昨今のプライバシー保護

の観点から、工業会本部でも卒業生の住所を把握できないとのことで、情報がな

く連絡の方法がありません。現状では 2021 年発行の工業会会員名簿から会社定

年前後の昭和 55 年～62 年卒の方の埼玉県在住と思われる方を拾い出し、支部会

報を送付しておりますが、反応は捗々しくない状況です。 

千葉、東京、埼玉は地域的に隣り合ったこともあり、互いに総会への出席を行

なわせていただき、交流させていただいています。同好会活動では、ゴルフ同好

会「多賀むさしの会」と囲碁同好会「埼玉越碁会」は、3 支部合同での大会を行

っています。また、写真同好会「ワンダーフォトクラブ」は東京と埼玉が共催で

撮影会も行っていますが、今のところ千葉県とは交流がありません。 

ゴルフ、写真同好会では高齢化のため、行動に制限される方が多くなり、参加

者が減ってきている様です。写真同好会は会の名前にあります様に、「散策しなが

ら撮影する」ことを目指していますので、千葉県支部の「万歩会」と相通ずると

ころがあるのではないかと思います。今後は撮影会等の行事には案内を差し上げ

たいと思いますので、ご参加いただければ幸いです。 

県境を越えての協同・共催での活動の推進をお願いいたしますと共に、今後の

千葉県支部の発展をお祈りいたします。 

 

 最後になりましたが、昨年富田宣吉支部長様が逝去されたとの報を年末に伺い

愕然といたしました。富田様は先輩支部の支部長として工業会活動に力を尽くさ

れました。また、我々後輩の手本として尊敬する先輩でもありました。そして、

工業会本部の理事会でも親しくご指導いただきました。埼玉支部総会にも何度か

出席いただけたことも思い出されます。謹んでご冥福をお祈りいたします。 
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多賀工業会千葉県支部及び、会員の皆様には、創立 

70 周年を迎えられまして、誠におめでとうございま 

す、心よりお慶び申し上げます。そして、ご発展・健 

勝の事、何よりでございます。 

日頃より東京支部にはご協力・支援を賜り、心から 

お礼申し上げます。 

  さて、人間で言えば、「古希」を迎えられたことにな

ります。以降、「傘寿」（80 歳）、「卒寿」（90 歳）、そし 

て「白寿」（100 歳）と重ねて一応の区切り？を迎えることになりますが、こ

と、私たちの支部活動は、通過点として継続・持続して未来につなぐことが期

待？されています。 

このような作今、社会全体（8掛け社会とも言われている）の人口減、高齢 

化などが進み、コロナの影響もあり、いずれの支部もその活動における参加者

固定化・少数化の進行に歯止めがかかっていない状況のようです。残念なこと

に着実に減衰曲線にそって減ってきているのが現状です。このままでは、10 年

後には参加者数がおおよそ 1/3 になると予測されます。貴支部の同窓会の参加

者数が 10 年前の約 1/3 の約 20 人台程度となっているデータがこれを物語って

います。これに対処すべく、ご認識している通り、会員増強、支部活動参加者

増対策は喫般の課題・命題であります。 

これに向けて、前に立ちはだかる 3つの壁があると思っています。                   

一つは、「個人情報保護法の存在」です、対処策にとってはひどい法律と感じ

ます。このため泥臭い人脈などがたよりです。若い層ほど SNS などの被害を恐

れ、壁になっていると思います。2つ目の壁が「その SNS に不慣れ」のもどかし

さが、我々にはあるということです。ネットワーク・コミュニティ作りの延長

線上にこれを利活用できていないと思うわけです。3番目の壁が「多様化の波に

のまれている」気がします。定年年齢が上がっていることもありますが、その

後の過ごし方が多様化・多趣味化して支部活動には向いてくれない、つまり、

同窓会活動の方へ目を向けさせることができない、しいて言うなら、多様化の

波に乗り切れていないと思うわけです。 

 

祝、創立７０周年、そして次へと 

東京支部 支部長 佐藤将彦（昭４３学子）  

     

 

近 隣 支 部 長 祝 辞 
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これらの壁は結構高く、大きく、個々の対処解を見出すのが困難と思われま

すが、「正解」なんて、「こうすべき」なんてないのではないのかとも、個々に

おいて、「やれることやる」が正解で、全体としては、新旧の年代が「分断せず

に持続・継続」させていくことが大事と思っています。このため、先人の皆様

が営々とやってこられたこの支部活動を、新しい方たちに引き継いでいくため

に、「古きを訊ねて新しきを知る」ということわざに倣って（イレギュラーに一

部、ならざるを得ないことがあることは承知で）遂行することではないでしょ

うか？ 

結論は、規模の大きさより、小さくともの規模にして、やれる、集まれる

方々を中心にやっていくのも手と考えています。如何でしょうか？実は、貴支

部はこの態様で立派にやっていると思われます。 

貴支部は、1941（昭和 16）年日立本部が設立されてから、15 年後ではありま

すが、トップバッターの創立で、支部紹介でも 1番上です。また、名称に

「県」を有する唯一の支部で、設立当時の経過を偲ばせる歴史の重みを有する

支部と思っています。 

この背景で、東京支部及び、当方と貴支部との交流を述べていこうと思いま

す。まずは、当支部の古参会員には、貴支部にも会員となっている、いわゆる

「マルチ会員」が数名おります。この関係で囲碁、ゴルフなどを通し、内外に

おきまして活動交流が盛んでありました。当方はと言えば、近々の貴支部支部

長 3代の方々との連携活動させていただきました。この場を借りて御礼申し上

げます。 

2010 年（平成 22）年前後には、当支部会員でもあられた綿引様と支部対抗懇

親ゴルフコンペやご在任後半には首都圏構想支部検討などで、2020 年（令和

2）前後からは、高崎様と支部懇親ゴルフの開催に当たり、打合せ後カラオケに

行ったり、3つの大病手術後もその元気さをもらっています。近々の富田様に

は、お互いに会員拡大について連携、当支部のアンケート結果によるタスク活

動横展開（二刀流会員・狩野氏による）など、またその博識ぶりにご指導ご鞭

撻頂いている次第です。 

引続き、先輩支部として、是非、ご協力・支援の程宜しくお願いします。 

最後に、貴支部・会員様の益々の活躍と、ご健勝を祈念申しあげます。 
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多賀工業会千葉県支部が今年創設７０周年を迎

えられて誠におめでとうございます。支部活動を永

年継続できていることに、諸先輩を含む関係者の

方々に深く敬意を表します。 

振り返ると支部創設６０周年記念号はわたくし

が支部長在任時に刊行させて頂きましたが、当時支

部活動はなかなか活性化が図れず苦慮していたこ

とが思い出されます。 

私が千葉県支部と関わるきっかけとなったのは昭和６４年（１９８９）、当時、

高萩隆司氏（昭３８学電―私と同じ電気科）がゴルフ部会長を担務していて、ゴ

ルフコンペを開催しているから参加しないかと誘われたのがスタートでした。 

それからは総会、新年会、同好会等に積極的に参加、２００７年にはゴルフ部

会長、２０１０年に幹事長、２０１３年に支部長に就任するに至りました。支部

長就任に当たっては前任支部長大和田武義氏（昭３２学電）より就任要請があり、

１期２年（会則の規約、任期は１期２年に限定）だけならと、高萩氏が副支部長

を引き受けて全面的に協力するからということで支部長就任を引き受けた次第

です。 

ところが初めての総会を控えた２０１４年５月に高萩氏が旅行先のサイパン

で不慮の死を遂げられこれからどうしたらよいのか苦慮したことが今でも鮮明

に残っております。 

支部長就任期間は会則規約の変更を行い、１期２年ではなく２０２１年５月高

崎芳紘氏（昭３９学電）と交代するまで約８年弱の長期にわたってしまいました。 

支部長就任期間中の主要な出来事としては、２０１６年創設６０周年記念号の

発刊、２０１８年収支決算赤字発生、２０１９年５月茨城大学創立７０周年記念

式典への出席、２０２０年新型コロナウィルス感染拡大問題での総会中止、２０

２１年来賓なし、懇親会なしでの総会開催等がありました。 

２０２１年５月の総会をもって支部長に高崎芳紘氏が承認され交代する運び

となりました。 

新型コロナウィルス感染拡大問題を受けて幹事会、会報発行作業は地元地区の

会館の借用、あるいはファミレスでの会合と大変苦労をしたことを覚えておりま

す。 

  千葉県支部創設７０周年に寄せて 

                      綿引貞男（昭３８学電） 

     

 

歴代支部長寄稿 
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楽しかった思い出の一つとしてはゴルフ部会長をしているときに千葉県佐原

高校の同窓会のメンバーとゴルフの対抗戦（１チーム１０名でトータルグロスが

少ない方が勝）を３年ほど行ったことでした。この時に昔巨人軍の投手であった

城之内氏と一緒にラウンドしたことは楽しい思い出の一つでした。 

私の支部長在任期間中支部活動の活性化は進まず、同好会の廃止（俳句の会―

俳句に大変造詣の深かった塚越要夫会長の後任が見つからず止む無く廃会）、 

２０１８年には収支決算を赤字にしてしまい（期中のチェック不足）会員の方々

に寄付を要請しご協力をお願いし赤字を解消した不手際もありました。（ご協力

を頂いた会員の皆様には大変感謝をしております） 

在任期間中には支部活動の活性化は図れず、支部運営自体もスムーズではなか

ったことが大いに反省点として挙げられます。 

現在は幹事の方々も若返り、支部活動においても積極的な活動を展開してくれ

ていることに感謝と期待を持って見守っていきたいと考えております。 

 

 

１．多賀工業会千葉県支部とのかかわり 

（１）最初のかかわりは、２０１０年千葉県支部ゴル

フ大会への参加です。年２回の支部大会、５支部（東

京支部、埼玉支部、栃木支部会、水戸勝田支部、千葉

県支部）交流ゴルフ会がありました。当時の支部長は

綿引さんです。各支部の皆さんが元気でがんばった時

代でした。 

２０１５年ゴルフ部会長に就任し、合わせて千葉県

支部の幹事もやることになりました。会場探し、参加者集め、景品提供、当日式

次第、など結構楽しく責任のある立場でした。現在第１級のゴルフ場で有名な習

志野カントリで何回かプレイをしました。 

（２）２０２０年支部幹事長に就任し綿引支部長を支える立場になりました。綿

引支部長、高崎幹事長、富田幹事の３人で幹事会会議の事前準備、支部活性化検

討、会報の編集方針など、舩橋のヨーカドーのフードセンターで４時間程度、年

数回打ち合わせをしました。幹事会会議がどうも形式だけのものとなる傾向打破

私の支部活動と 逝去された元支部長富田さんの 

思い出 そして前副支部長坂田さんの逝去のお知らせ 

高崎芳紘 （昭和３９学子） 

    

 

歴代支部長寄稿 
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のためです。 

２０２１年５月千葉県支部総会で長期支部長歴任の綿引さんに代わって、高崎

が次期支部長に就任決定です。併せて富田さんの幹事長への職務も決まりました。 

ここまでは皆さんに迷惑をかけることも少なく、人生としては、順調でした。 

（３）しかるに２０２１年８月１７日、就任後３か月で、高崎自宅で意識不明と

なり、柏厚生総合病院に救急車で、緊急入院です。応急処置と緊急処置で何とか

命を取り留めました。そして翌年の３月１６日まで、７ヶ月の入院でした。支部

に大迷惑をかけ、支部長途中退任させていただきました。 

この間、５時間にわたる心臓逆流性弁膜症の手術、心臓ペースメーカ―埋め込

み手術など難手術を行いました。併せて血糖値が非常に高いため、薬だけではだ

めとのことでインシュリン注射を開始しました。朝１回の注射と、血液採取して

の血糖値測定が日課となりました。 

（４）この病状のため、新支部長は富田さんが代行し、２０２２年から正式に富

田支部長誕生です。同時に、富田さん補佐役として、幹事長高崎となりました。 

富田支部長と高崎幹事長との組み合わせは、２０２５年５月までで、高崎幹事長

退任、細井幹事長就任、富田支部長継続、となりました。その後は、一幹事とし

ての立場、そして最終的には、幹事を降りて顧問の立場、それが現時点での高崎

の千葉県支部とのかかわりです。 

 

２．富田支部長の死去そして富田支部長の残した功績について 

富田支部長の死去の報には、びっくり、驚き、言葉も出ないほどのショックで

した。想像できないほどの訃報でした。まさかまさか死んでしまうなんて予想も

できない頭の中に全くない衝撃でした。今もって、死んだことが信じられません。

話し上手で、いつもにこやかな富田さん、「よう高崎君と」今でも近くで話しかけ

てくるのではと思う心境です。 

 

富田さんの功績は、千葉県支部の活性化です。現時点で、新しくかつ優秀な若

手の幹事が千葉県支部の運営の中心です。その名は、細井常雄、狩野宏，菅谷好

美、倉川久男、そして昨年急逝された坂田昭夫の皆様です。このほかに金坂潤さ

んがいます。細井、狩野、菅谷、倉川、坂田の皆様の、５名の幹事発掘は、富田

さんのマンツーマンアタックの成果です。これまでの引く手あまたの人材豊富な

時代ではなく、人材欠乏してなり手がいない時代に、富田さんは個人的努力で５

人の優秀な人材を発掘してきたのです。 

とても今までの支部運営の流れではこうした人材の発掘はできません。富田さ

んに話を聞きました。過去の支部会費納入状況の調査、その際の近況報告ハガキ
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の返事の読み取り、など過去のデータ分析すること、これが始まりとのことです。 

次に電話等で連絡を取ること、断られることも多く様子を見ながら何回かの連

絡、そして、相手の自宅近くまで出向き、近くの喫茶店や居酒屋での会食とダべ

リング、こうした地味な取り組みの中で信頼関係を構築し、幹事としてお願いす

る、などの話がありました。 

富田さんは勤務先の旭硝子で、一時セールスやったとのことで、その時の経験

が生かされたようです。 

パソコンやネット操作は、苦手でした。奥さんがプロ級の腕前で、いつも奥さ

んが代行してくれたそうです。奥さんが病気で倒れた後は全く不可となり大変不

自由になったと言っていました。勤務時代も秘書が代行してくれたそうです。 

そういう時代だったんです。 

 

何年か前に、富田さん胃がん発生し、胃の３分の２摘出手術を行いました。 

手術後は、１回の食事量が少なく、食事回数で補っているとの事です。 

しかしこれだけで終わらずに、血液のがんが見つかりその治療中とのことでし

た。そして、昨年８月に逝去されました。 

昭和１４年生まれの多分８６歳です。茨城県笠間市育ち名門水戸１高卒で、 

１９６２年茨城大学工学部工業化学科卒で、旭硝子勤務、その間化学材料の研究

と開発そして商品化の成功、元気に生き切った富田さんでした。 

ゴルフの思い出です。本当のところ、ゴルフはへたくそでした。ラウンドスコ

アーが、１４０超えることもありました。打っても距離が出ず、方向性も定まら

ずのゴルフでした。しかし、ゴルフが好きで、行きますかといえば喜んでついて

くる人でした。多分ゴルフは、付き合いの一部、しかし楽しんでやるとの立場だ

ったのでしょう。何回か私の車で柏駅で落合い、そのままゴルフ場へ、そして帰

りは富田さんの自宅近くの最寄り駅まで１６号線で送って、渋滞に巻き込まれな

がら、そんな記憶が浮かんできます。 

富田さんが茨城大学工学部への働きかけで一番力を注いだのが、防災学科の創

設です。何回も大学工学部や、多賀工業会事務局、に出向きその必要性を訴えて

きました。工学部の担当なのか、文理系の担当なのか、社会科学系の担当なのか、

明確でない中での孤軍奮闘でした。ただしあくまで富田さんの個人的立場であっ

て、千葉県支部の方針としては承認されたものではありません。 

 

富田さんの総合評価です。新しい５人の新幹事を交えての支部活動での評価で

す。５人の新幹事を交えての支部運営は、それまでの出たとこ任せの運営ではな

く、きちんと議論をし、方針を作り、実行に移していく、そんな本来の組織運営
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が必要です。このことで、富田支部長、高崎幹事長ともに苦労しました。 

二人とも旧来運営での感覚であったので、５人の新幹事の意向が理解できず、

幹事会がもめたことが多々ありました。しかし、新幹事の皆様の運営能力は素晴

らしく、次第に落ち着きました。富田支部長もいつも支部の活性化，会員のため

の組織改革の観点で動いていました。この結果組織の落ち着きを取り戻し新しい

運営が生まれてきました。こうした中での富田支部長の評価ですが、新幹事の発

掘への貢献度は評価大、しかしその手続きで問題ありかな、防災学科の新設でも

個人的レベルで評価あるものの支部として関与しておらずこれも客観的評価は

避けたい、そんな感覚かな。しかし、支部若返り、若手幹事発掘のウエイト高く、

総合観点ではよくやったとの評価で、締めたい。 

富田さんの意思は、必ず新幹事の皆様に引き継がれていきます。高崎信じてい

ます。富田さん、安らかに眠ってください。時には、富田さんの思い出を胸に、

船橋駅近くの居酒屋でみんなで飲みましょう。富田さんきっと、来てくれでしょ

う。 

 

３．前副支部長の坂田昭夫さんの突然の逝去の報告です。 

前副支部長の坂田さんが、昨年末、すなわち２０２５年１２月末にすい臓がん

がもとで、突然亡くなられました。半年ほどの闘病生活でした。富田さんに続く

悲しい知らせでした。 

 

坂田さんは、富田さんの呼びかけで新幹事になった方です。支部活動は、現支

部長の細井さん、幹事の菅谷さん、幹事の狩野さんと同時で、いずれも富田さん

の誘いです。 

この４人の皆様、千葉県支部の世代交代のシンボルでした。坂田さんは、この

３人の皆様とともに更なる若返り政策の検討、そしてそれに基づくアンケートの

実施と集計、次の新しい政策の検討、を行ってきました。 

さらに、幹事会の運営や議事進行の明瞭化、年次支部会報の充実にも寄与され

ました。年寄り幹事のためにマイクや、スピーカの準備も実行されました。一般

幹事から副支部長になっていただいたのも、将来の支部長候補として期待された

ためです。病気入院で、一時的に千葉県支部退会しましたが、元気になって帰っ

てくるものと期待していました。 

残念です。陰ながら千葉県支部見守ってください。残された支部長、幹事のみ

んなで頑張ります。心の友、頑張り屋の坂田さんいつまでも忘れません。飲み会

の席上、突然、笑顔で参加してくれるかな。 
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勤務地の思い出と学友との交遊について 

倉川 久男（昭 52学金） 

私は昭和 52年金属工学科卒の倉川です。多賀工業会千葉県支部を創設され今日まで

の 70年に及ぶ支部活動をされてこられた諸先輩のみなさんに改めまして敬意を表しま

す。さて 70周年を迎えるにあたり、甚だ僭越になりますが私の拙い寄稿となることを

ご容赦願います。 

私の大学卒業後の経歴になりますが、卒業と同時に富山県黒部市に本社がある吉田工

業株式会社（現在はＹＫＫ株式会社・ＹＫＫ ＡＰ株式会社）に入社しました。配属先

は工機部生産課です。この部門はファスナーやサッシの生産機械を設計製造している部

門で吉田工業の中核部門の一つです。 

1977年 4月から初めて富山県黒部市での生活となりました。自宅から持参した電気

時計はサイクル（当時富山県は関西圏と同じで 60サイクル）の違いで使いのものにな

らない。テレビチャンネルの数も少なく、当時人気番組のプロポーズ大作戦などは関東

地区での放映より１週間遅れの放映という状況でした。しかし、自然を十分楽しめる地

域で、身近に山紫水明を感じることができた良いところです。食についても日本海、特

に富山湾の魚は最高です。まだ、行かれたことの無い方は一度、富山県黒部市を訪れて

みてはどうでしょう。新幹線で黒部宇奈月温泉駅を下車し、観光ルートになっているＹ

ＫＫセンターパーク（創業者吉田忠雄、ＹＫＫファスナーの歴史など）の見学や魚の駅

生地での海産物の買い物。少し足を延ばして黒部峡谷トロッコ電車（5月～11月まで運

行）での宇奈月温泉駅から欅平駅までの観光なども魅力的です。宿泊地には宇奈月温泉

もありますし、ホテルであれば魚津駅周辺のビジネスホテルもあり、ホテル周辺には美

味しい居酒屋も沢山あります。

 

黒部峡谷鉄道トロッコ電車 
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この様な自然が豊かで人情味ある地域で 5年間を生活させていただき東京へ建材商品

（住宅の玄関ドア・サッシ/ビル用サッシ・カーテンウォールなど）の営業職（現在の

ＹＫＫ ＡＰ株式会社）として異動。勤務地は墨田区両国を皮切りに江戸川区小松川、

秋葉原（本社）などの首都圏での 24年間の勤務後、首都圏を離れ 2007年 4月 1日付け

で東北統括支店の営業責任者として着任しました。その時の年齢は 52歳。子供が学生

で自宅通学をしていたため単身赴任の生活です。単身生活は大学時代に経験がありまし

たので苦にはなりませんし、単身がゆえに時間を気にすることなく仕事に集中できまし

た。 

東北統括支店は東北 6県の営業拠点（各県にある支店、営業所）を統括して事業運営

を図る機能です。所在地はやはり東北 6県の中心地である仙台市。東北に勤務し東北 6

県の美味しい食に接しました。特に日本酒は別格だと思いました。首都圏勤務時代は日

本酒と言えば新潟県だと思っていましたが、東北にも新潟県に優るものが沢山ありまし

た。私が好きお酒で特に印象に残っているのは宮城県では浦霞(塩釜市)、日高見（石巻

市）、一ノ蔵（大崎市）、伯楽星（大崎市）。立石寺（山寺）や蕎麦街道で有名な山形県

では十四代は別として、上喜元（酒田市）や出羽桜（天童市）、くどき上手（鶴岡市）

などが美味です。青森県では八仙（八戸市）、田酒（青森市）、豊盃（弘前市）などがお

勧めです。まだまだ、沢山の美味しい日本酒がありますが、この辺で東北の日本酒のＰ

Ｒはやめておきます。温泉、観光そして美味しいものが沢山ある地で 2012年 3月まで

の 5年間を過ごしました。着任して 1年後の 2008年 9月 15日、投資銀行のリーマン・

ブラザーズ・ホールディングスの経営破綻による世界金融危機が発生。その破綻を契機

に株式市場の株価は暴落し資産価値が減少、倒産件数は増加、設備投資を控えるなどの

経費削減の時代へと変わり、設備投資などの減少などの影響によって当支店の販売は減

少傾向の一途でした。『景気が悪くなると地方が真っ先にそれから大都市（首都圏）

へ。景気が良くなると大都市から徐々に地方へ。』の構図を実感したものでした。そし

てリーマンショック後、徐々に経済が回復基調に戻りつつあった 2011年 3月 11日に東

北を襲った東日本大地震。死者・行方不明者 22000人以上、住宅・建物の損壊 115万棟

以上の被害。特に太平洋側の陸前高田市、大船渡市、釜石市、仙沼市、石巻市、仙台

市、名取市などは津波の被害で瓦礫の山状態。津波によって今までの景色とは全く異な

る姿に変貌してしまいました。3月 11日以降は本業の販売から支援物資の提供に特化

し、先ずはＹＫＫ ＡＰグループのネットワークで全国の支店・営業所より多くの支援

物資を送っていただき、その支援物資をまずは社員そして取引先や近隣の会社へ提供

し、食料品や必需品の提供で当面生活できる環境づくりに注力しました。この時こそＹ

ＫＫ ＡＰという全国組織の会社で働けたことに感謝したことはありませんでした。同

時に、東北に勤務していた社員ひとり一人の頑張りに感謝し、感激したものです。あれ
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から 14年の歳月が経ちますが、まだまだ復興の最中。福島原発の被災の影響で帰還出

来ない方も沢山います。第二の故郷、東北の復興・発展を願うばかりです。 

大学時代の仲間との交遊について少し触れたいと思います。学科同期の仲間とは毎年

1回、幹事役を決めて一泊二日の観光を楽しんでします。昨年は東京在住の吉村さんが

幹事役で はとバスでの東京観光、夜は屋形船での宴会の企画をしてくれて大いに盛り

上がりました。今年は栃木県在住の飯山さんが幹事役として、喜連川温泉、大谷観音と

洞窟などの観光を楽しみました。2026年は長野県在住の林さんが幹事で、長野県の観

光の予定です。この会は既に 20年ほど経ち、参加メンバーの所在地あるいは出身地に

関係する観光地を訪れる楽しみとお互いの健康を確認する場であり、同時に励ましの会

でもある様に思えます。現在、メンバーは十数人程です。 

 

（2025年 5月 喜連川温泉と大谷観音・洞窟の旅：筆者は後方左から 3人目） 

 この年一回の同期会を契機にゴルフ好きで近隣メンバーの条生さん（守谷市）、小泉

さん（土浦市）、高橋さん（潮来市）と私（船橋市）の 4人で毎月、ゴルフを楽しんで

います。このゴルフの会も既に 10年以上経過しています。既に 70歳を過ぎていますが

今でもバックティーからのティショットでプレーしています。今年の 12月は一泊二日

でのゴルフが既に予定され今年一年の反省を兼ねての宴会も楽しみの一つです。また、

大学一年の時、水戸の下宿で一緒だった岩瀬さん（昭 52学機）、斉藤さん（昭 52学

子）と私の三人で千葉駅周辺の居酒屋で 50年ぶりに飲み会を行い大学時代の話で大い

に盛り上がりました。今年の 12月には下宿仲間の 6人に声を掛け宴会を予定していま

す。学科の仲間、下宿で一緒だった仲間がいつまでも健康で長くお付き合いできること

を願い、そして私もそれらの会に出来るだけ長く参加出来る様に早朝の早足散歩に取り

組み健康と体力の維持に取り組んでいます。 
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沼倉さんにお会いして 

細井 常雄（昭４８学金） 

・日時；令和 7 年 10 月 3 日(金) 10:30～11:45 

・面談場所；イコアス千城台店内喫茶店ラ・サンセール 

・面談者；沼倉研史氏（昭 48 院化）、 聞き手・執筆者；細井常雄、金坂潤 

 

●約３年振りにお会いしましたが、比較的お元気そうに見受けました。現在の体

調や活動をお聞きすると 

「２年ほど前に網膜中心動脈閉塞症と難病を患い、左目を失明。右目もいずれ失

明との宣告を受けました。片目だけで視力が０．２未満となり、読み書きは、か

なり不自由です。それに２０年来のパーキンソン病が重くなり、歩行困難のため

電動車椅子で外出しています。１回に１時間程度の外出が限界です。それでも千

葉駅までは一人で出かけ、ミーティングもしています。 

 最近の活動は、ほとんどコンピュータで文章を綴り、月刊雑誌に掲載していま

す。主に技術的なエッセイを、４つの業界雑誌送っています。毎月締め切りにお

われ、かなり忙しい生活です。現在、自分の半生を基にした伝記小説を執筆中で、

来年の７月ごろ出版の予定です。」 

 

●ご病気について薬とか予防法はないのですか？ 

「医者からは薬を含め治療法や予防法は無いと言われています。いつ完全失明状

態になるか不安な毎日を送っています。毎朝起床後お湯で洗眼していますが、今

日はまだ見えていると安堵する状態が続いています。」 

 

●現在電動車いす生活ということで、面談当日も自宅近くのショッピングモール

２階の喫茶店までご自分で運転されて来られました。右手も自由に動かせない為、

左手でジョイスティック式のレバーを操作されてお一人で来られました。 

 

●細井は初対面でしたので沼倉さんご自身及びご家族の話をされました。 

「生まれは宮城県登米郡、画家の父親と教師の母親の間に長男として生まれまし

た。家庭では母親が生活を立てていましたので、なんとか母に楽をさせたいと思

いでがんばりました。父はノー天気な人間で、ほとんど苦労をしませんでしたが、

母は苦労の連続でした。それでも、母は宮城県教育庁の指導主事という、女性と

しては初めての職責を与えられ、県の教育界の重鎮として尊敬される立場になり

ました。晩年に叙勲を受けました。 
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 父はほとんど苦労知らずで、ノホホンと絵を描いていましたが、それでも晩年

には、中央の美術界でいくつかの賞を受け、日展の会員、審査員にまで上り詰め

ました。しかし、７７歳にして肺がんを患い、それ以上の栄典にはたどり着けま

せんでした。あと２０年ぐらい長生きしていたら、文化功労者ぐらいにはなった

かもしれません。 

 祖母は、宮城県で初めて女性に投票権が与えられた選挙（昭和２２年）に立候

補、当選して１８年も議員を務め、特に女性の地位向上に活躍し続けました。そ

して勲六等の叙勲を受けました。 

 私自身は、昭和４２年仙台一高を卒業後茨城大学工学部化学工学科に入学、本

部教養課程時代は学生運動が盛んでありましたが工学部に移動してからは平穏

で、その後大学院に進み昭和４８年に卒業。卒業と同時に大手電線メーカに就職

しました。採用試験の重役面接で、居並ぶ役員を煙に巻いて持論を展開し、採用

されました。（以後何度も会社は変わりましたが、採用試験は受けたことがあり

ません。）一方で、開発方針について一部の上司と意見が合わず１５年で退社。 

その後、大手化学メーカのエレクトロニクス部門に就職するも、ここでも上司

との意見が合わず、３年で退社。3 番目は、米国の巨大化学企業でした。この会

社は大きすぎて、私の手に余ると感じたので５年で退社。 

その後、米国ミネソタ州の上場企業の会長に認められて、技術開発担当の取締

役として招聘されました。数々のプロジェクトを手がけましたが、会社が売却さ

れる事になったのをきっかけに退社し、米国マサチューセッツ州で独自の技術開

発会社を数人の仲間と立ち上げ、現在にいたりました。その間に、シンガポール、

台湾などの企業などから勧誘を受けましたが、中国語での会社経営に自信があり

ませんでしたので断りました。米国滞在期間は２５年間。年に２、３回帰郷しま

したがほとんど単身赴任状態でした。」 

 

●学生時代に思い出に残っていること等はありませんか？ 

「有機化学の教授でありました萩原先生は、第２次大戦中インドネシアに進駐し、

技術将校として石油精製基地の確保に活躍しました。ある時先生が有機化学の試

験で出された問題は全て英語でした。先生は、解答は英語でもドイツ語でも良い

よと言われました。私はまともな解答をする自信がなかったので、解答を英語で

書きました。そして試験の後に先生が言われたことは、試験解答を英語で書いた

人がいます。心意気は認めますが英語がなっていないと叱られました。 

これとは別になりますが、石田教授が物理化学の講義をされていました。講義

の内容はチンプンカンプンでしたが、学生運動については色々と議論することが

多く、結局先生の紹介がありまして、原研で３年間非常勤研究員として働くこと
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になりました。」 

 

●沼倉さんから若い卒業生や在校生に対してアドバイスなり何か一言あればお

願いします。 

「若い内はいろいろとチャレンジしてほしい。ただし、４５歳を過ぎたら、人生

の軟着陸のための準備と実行が必要です。５０歳を過ぎてからでは遅すぎます。 

やるのであれば、世界一をめざす。世界で勝ち残れるような技術を立ち上げる

には、それなりの努力が必要です。私の場合、世界一の微細回路加工技術を構築

するために、週単位で、新しい技術を立ち上げ、それを英文と和文のニュースレ

ターの形でカスタマーに送り続けました。現在でも、重粒子線治療用の装置や材

料を実際に設計、開発を続けています。もちろん、一人で全部をこなすのは無理

ですから、日米だけでなく、台湾、韓国のヨーロッパの技術者の知力を結集し

て、世界一の製品を仕上げています。 

そして、単に技術の開発だけでは不十分で、多くの仲間を引き摺り込んで、ま

とまった仕事を築き上げることが必要になります。そのためには、多くのパート

ナーとの協力が欠かせません。ただし、信頼できる仲間と信頼できるパートナー

シップを構築するには、時間と投資が

必要です。 

そこでは、コミュニケーションが重

要ですから、最低限度の英会話能力を

持っていることが必要です。私が若い

頃、先輩から受けたアドバイスは、使

い物になる英会話能力を身につけるに

は、少なくとも百万円（現代ならば１

千万円）の投資が必要ですとのことで

ありました。今になって、それが紛れ

も無い現実であることを身に沁みて痛

感しています。」 

 

沼倉氏はアメリカに渡り長年会社を経営してきました。また、アメリカでの活動を

通じて感じたことなどを記事「アメリカ便り」として千葉県支部のホームページや

会報に投稿して戴きました。今回はインタビューおよびメール交換等により、記念

号発刊を機にアメリカでの起業を踏まえたご意見をいただきました。（筆者） 
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セカンドハウスで、薪ストーブを楽しく使っている会員レポートです。

薪として使われる太さまで、CO₂を十分に吸っているので、燃焼させても、

CO₂排出量はプラスマイナスゼロのカーボンオフセット効果があると言われ

ています。

今回は、薪ストーブライフの紹介です。

坂田 昭夫（昭５４学精密）

会社卒業後は、のんびりスローライフにあこがれてました。

スローライフには、薪ストーブ必須というので、その生活をご紹介します。

ログハウスと薪ストーブにあこがれて

「きっかけはわんこと行った貸別荘でした」。思い切って、ログハウスを購入したのは。定年準備中の

55 歳。展示場のあった薪ストーブも一緒に設置でしたが、薪割りはもちろん、薪のストーブも初めてで、

最初は失敗ばかりでした。

薪の乾燥は約１年

薪は、枝や幹を切ったらすぐ燃やせるものだと思ってい

ましたが、なんと乾燥に 1 年かかります。

左の写真は 15 年くらい前のもので、まだまだ体力のあ

った頃は、斧で割ってました。

今は、電動薪割機で快適です。

実際、切ったばかりの枝は燻るだけで燃えませんし、乾

燥が不十分な薪は、煙突を詰まらせ、煙道火災という事故にもつながりますの

で、十分な乾燥が必要です。

薪棚は、どんどん増設し、家の周り

をぐるりと囲ってます。

ときどき、タマムシの出現にほっこり

することもあります。

薪ストーブは、

１ 木を切った時

2 割った時

3 燃やした時

3 回身体を温めると言われます。

★会員レポート（スローライフには薪ストーブが最適）

リタイア後を楽しくすごすひとつのヒント
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ストーブの上は、コトコト料理や熱燗用のやかんで賑やかです。

火を落とせば、熾火でピザも焼けます。

デジタルの世界とは、真逆の 1/f のゆらぎ

数式だけでは、コントロール不可能なアナログの世界

最近、住宅地で、「煙が」「匂いが」「煤が」と時々、問題になっているようですが、ほとんどが、

１ 焚付けの失敗（一気に火を起こさないと煙が出ます）

2  乾燥不十分の薪（雨に濡れても平気です。風通しのいいところで乾燥 1 年の薪を使う）

3  薪はけちらずに、一気に高温に上げる。

を守れば、煙突から煙が出ることはありません。

自己流ではなく、キャンプの焚き火ともちがうので、ストーブ屋さんに相談して、薪ストーブライフを楽

しんでほしいものです。

薪の入手はコミュニケーション

「薪活」は年中行事です。広葉樹は、日持ちが良く、炎もきれいですが、針葉樹も火付はよく、上手に

使えば、どんな木も OK です。

◆今回は、薪ストーブを使ったリタイア後の暮らし方をご紹介しました。

「毎日が非日常」がモットーです。

✻ 筆者は昨年、本原稿を寄稿された後病気により逝去されました。 謹んでご冥福をお祈りいたし

ます。（幹事一同）
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サラリーマン時代の想い出 

～総合商社ニチメン株式会社（現双日株式会社）に勤務して～  

石橋 英男（昭 38学化）  

１．国内勤務と組合役員時代（後編）  その２ 

1979年頃（私 38歳）鄧小平の率いる中国は社会主義解放家経済により急速な発展を

遂げており、その副産物として公害問題が話題に上がるようになりました。この機会に

日本で進んでいる公害防止機器を中国に売り込むべく、三菱金属と組んで、公害調査ミ

ッションを派遣することになり、ニチメン（現在双日株式会社）よりは世話役もかねて

私が参加しました。非鉄の精錬所を中心に、瀋陽、株洲、長沙などに行きました。中国

の田舎では外国人が珍しく車を並べて進むと、人だかりがしたことを覚えています。休

日には受け入れ先が我々の監視が届かないと困るので、びっしり観光のスケジュールが

組まれており自由行動は許されませんでした。訪問先では夜にかならず宴会があり、テ

ーブルの座順も決まっており、私は副団長の立場だったのでスピーチを毎度要求され、

困ったことを覚えています。  

中国で印象に残っているのは当時外貨を交換したとき中国通過（元）は 2種類あり、

一方は通常のもの、他方では外貨専門店などで使用できるもので北京など都会での支払

は喜ばれましたが、ハンシカの様な田舎では使えないと支払いを拒否されました。ま

た、外国人はホテル、レストランなどの支払は中国人の数倍高くクレームすると、中国

人は税金を払っているが外国人は払ってないので高いと言われました。  

蛇足になりますが、ニチメンの同期入社の者と定年になったら皆で中国敦煌に旅行し

ようと話し合っていました。61歳で実現しました。参加者は 15人でした。敦煌の莫高

窟の仏像絵画、彫刻を見たり、砂漠でラクダに乗ったり、砂嵐にあったこと、西安で兵

馬俑など見学したことを懐かしく思い出します。  

日本はオリンピック景気も下火となり不況に入りつつありました。ニチメンは扱い品

として業界トップクラスの繊維製品等軽工業品を中心とするか、日本の業態に合わせ重

化学工業製品を中心とするかで、大阪本社（軽工業中心）と東京支社（重化学工業中

心）の役員の意見が分かれたこともあり経営に不便をきたし無配に転落いたしました。

その後全員の努力が実り 1971年には復配の見通しとなりました。この時期(1971年/30

歳)に私はニチメン労働組合本部の賃金部長となりました。前年は東京支部の賃金対策

副部長でした。  

商社には全商社労働組合連合（全商社）と言う組織があり各商社間の意見の交換はし

ておりましたがあまり強い組織とは言えませんでした。この時まで商社の賃金は低いと

言われており、春闘のキャッチフレーズは“商社低賃金打破”でした。しかし調査して

みると商社の賃金は日本産業界では高水準中にあり、このキャッチフレーズは相応しく
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ないと判断しました。そこでまず初めに私は部の名称を賃金対策部から賃金部に変更致

しました。その上で、会社が業績の向上を目指してノルマがあるように、我々従業員も

商社の社員として相応しい生活をするための生活費（理論生計費）を算定し、それをベ

ースアップ交渉に生かすことはできないかと考えました。  

具体的には、組合員にアンケートを取り理論生計費を参考にして自分の生活費を見直

し、その上で各自のベースアップ要求を出して貰い、それをまとめて組合の要求にす

る。この考えを代議員に提案し賛成を得ました。  

団体交渉では、会社側は無配を経験したこともあり、業績相応と言うことを繰り返し

主張しました。一方、我々は要求の強い印としてスト権を確立し交渉に臨みました。半

日ストを２日繰り返し粘り強く交渉の結果、定昇込みで 25％のベースアップを獲得し

ました。今もこの記録は破られていないそうです。組合員は全国で３０００人（管理職

及び海外駐在員を除く）程度だったと思いますが、やはり商社員はエリート意識も強く

ストライキに関して抵抗も強く説得に非常に苦労していたことを覚えています。組合と

しては経営者の英断に感謝し、組合員に対して今後一人ひとりが会社のために働いてほ

しい旨説明致しました。その後、経営に関しても労使間で話し合いが持たれたことを覚

えています。団体交渉は会社の役員の都合で大阪と東京で行われました。大阪の時は就

業時間終了後、新幹線で大阪に行き、団体交渉に臨み、終了後は組合の役員会で団体交

渉の結果分析、闘争方針決定、ビラの作成後、定宿に宿泊、翌朝飛行機で東京に帰り、

ビラの配布、必要な時は組合の全体集会に臨み、団体交渉の報告、闘争方針の説明など

を行いました。その後、仕事に復帰し、同日団交のため大阪に行く日もあり、闘争中は

家に帰れない日もありました。しかし、個人的のこの苦しい戦いを共にした役員仲間と

は非常に親しくなり、社内の人脈になっただけでなく、今も数人とはお付き合いしてい

ます。  

その後、ニチメンは堅実経営となり、当時ほぼ同等だった丸紅、伊藤忠などは拡大路

線を進んだため、売り上げでは大きく水をあけられましたが、賃金ベースではあまり変

わらなかったと思っています。  

最近、日本でも賃上げが叫ばれていますが、この当時賃金水準では韓国は日本の十分

の一、中国は二十分の一と言われておりました。現在では韓国は同水準、中国は人口が

多いのでやむを得ませんが GDPは日本を抜いて、アメリカに次いで世界第二となってお

ります。日本はバブルの後、失われた 30年と言われています。デフレ時代で賃金上げ

ることは難しかったかもしれませんが、一方では企業の貯蓄、株主配当は大幅に増えて

います。労働組合の弱体化、非組織化等組合の戦う力が弱くなったのも事実ですが、組

合の努力不足もあったのではないでしょうか。最近賃上げの必要性が叫ばれています

が、政府の政策も重要ですが、日本の将来見据えて労使間で真摯に向き合い交渉するこ

とが重要と考えます。  （次号に続く） 
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日本の絵師達の歩み（その７）明治時代以降 

     佐藤隆義（ 昭４０学化 ） 

 

 前回に続き明治時代以降に活躍した絵師達のうち２人の絵師（ 小倉遊亀、平

山郁夫 ）について紹介します。平山郁夫は前回に続き２回目です。 

 

１．平山郁夫（ひらやま・いくお）     （１９３０～２００９年） 

  絵は、その人の解釈によって自由に表現出来るのが良いと思います。 

下記の絵は、富士山です。 

   

 

  

平山郁夫は何のてらいもなく、堂々と日本を代表するする富士山の絵を描いてい

るように思います。 

富士山は、実に色々な画家が描いていますが、それぞれの富士山の絵は、画家が

富士山をどのように感じ取っているかが現れているように思います。 

これからも色々な画家が富士山の絵が描かれると思いますが、日本を代表する富

士山は不変ですね。 

 



31 

２．小倉遊亀（ おぐら・ゆうき ）   （ １８９５～２０００年 ） 

 小倉遊亀は滋賀県に生まれ、１９１３年に奈良女子高等師範学校に入学し、図

画の横山常五郎教諭に師事し、その感化を受けました。 

２０年には、安田靫彦に入門しました。 

３８年に、戦前の代表作（ 浴女 ）を出品しました。 

７８年に文化功労者、８０年には文化勲章の栄誉に浴しました。 

９０年には、日本美術院理事長に就任しました。 

画業初期に見せた細密描写的な作風から、柔軟で強い線や色面を中心とする洋画

風の写実描写を経て、近代絵画を理知的な造形性へと導きました。 

特に人物画や仏画には、高い評価を受けています。 

 

下記の絵は、「舞妓」です。 

   

当時、遊亀は菩薩像 

を多く描きました。 

一方、仏との信念から

花柳界にも仏モデル

のあどけなさのなか

に本質的な内面表現 

を込めた深い修養が

感じられるかもしれ

ませんね。 

仏性があることを示

そうと試みているよ

うな気がします。 

左記の絵は、舞妓さん

特有の派手な衣装を

着飾っています。 

本人も、きっと満足し

ているのでしょう。 

 

 

 

この度は、室町時代から７回にわたってその時代の絵の一部を紹介してきまし 

たが、今回をもちまして最後とさせて頂きます。 
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囲碁会の活動報告と今後の予定   

 囲碁会・会長 佐藤隆義（ 昭４０学化 ） 

 

 囲碁会は、千葉県支部をはじめ、東京支部、埼玉支部及び会友（ 佐原高校

出身者 ）の方々が会員になっております。 

年に４回船橋市中央公民館で懇親囲碁大会を開催しています。 

令和７年４月、7月及び１０月は、船橋中央公民館での抽選申し込みが全て

予約出来ましたので、予定通り囲碁大会を開催することが出来ました。 

ただ、船橋市中央公民館が老朽化してきたため、新しく立て直すことになり、

１２月から、船橋中央公民館の解体作業が始まりました。 

４月から１０月までの囲碁大会は、下記の通りです。 

 

年  月 成 績 優 秀 者 卒 年 支部名 回 数 

参加者 

２０２５年 

４月２２日 

 

優勝 遠藤芳勝・五段 

２位 佐藤隆義・八段 

３位 藤沼隆夫・六段 

３７年電気 

４０年化学 

４３年機械 

千葉県 

千葉県 

東京 

第９５回 

7名 

 

 

２０２５年 

７月２２日 

 

 

優勝  金子元信・会友 

２勝賞 上田正雄・四段 

藤沼隆夫・六段 

     

 

３６年電気 

４３年機械 

 

会友 

埼玉 

東京 

 

第９６回 

１０名 

 

 

２０２５年 

１０月２１日 

 

 

１２月から中央公民館が

解体工事に入るため、暫

く対戦が出来ません。 

自由対局としました。 

 

  

 

 

 

  参加者 

６名 

 

  ２０２６年１２月から船橋中央公民館が解体工事に入り、２０２８年に新し

い中央公民館が設立されます。 

２年間ほど、囲碁の対局が無くなりますので少し寂しい思いがしますが、新し

い中央公民館が出来ますので、そちらに期待しましょう。 

それまでの間に、皆さん大いに囲碁の腕を上げておいてください。 
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             ゴルフ部会の活動報告 

                                 ゴルフ部会長 細井常雄（昭４８学金） 

 

 主な行事は年３回（３月、９月、１２月）幹事持ち回りで東京、埼玉、 

千葉県支部の合同にて３支部合同コンペを開催しています。１２月の大 

会は体調不良や都合が合わず埼玉支部が全員欠席で寂しい会となりまし 

た。一方で今年は部会員減少に伴い休止していた千葉県支部のみの定例 

会（２名間際欠席で２組６名）を２月にニッソーＣＣにて開催しました。 

各結果は以下の通りです。今年も３月、９月、１２月に合同コンペを予 

定しております。詳細は当支部ホームページに掲載しますので、参加希 

望者はゴルフ部会長又は幹事まで連絡下さい。 

 

３支部合同コンペ 

開催日時 ゴルフ場 担当支部 参加人数 優勝者 ２位 ３位 

3 月 28 日 坂東 GC 埼 玉  14 名 小澤喜宏

（東京） 

富田瑞穂

（東京） 

工藤康男 

（千葉県） 

9 月 26 日  紫 CC  

 あやめ 

東 京   12 名 倉川久男

（千葉県） 

小澤喜宏

（東京）  

上田正雄

(埼玉) 

12 月 3 日 取手桜ヶ丘

GC    

千葉県  ８名 小澤喜宏

（東京） 

倉川久男

(千葉県) 

佐藤將彦

（東京） 

支部のみの定例会 

2 月 28 日 ニッソーCC   ６名 小澤喜宏 倉川久男 弓削直樹 

 

 

                   

 
 （９月紫 CCスタート前）          （１２月取手桜が丘パーティー） 
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